
本田航空株式会社所属
パイパー式ＰＡ‐２８‐１４０型ＪＡ３７７７ 
に関する航空事故報告書
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航空事故調査委員会議決（空委第１１号）

委員長　八田桂三 
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委員　糸永吉運 

委員　小一原正

委員　幸尾治朗

１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

本田航空株式会社所属パイパー式ＰＡ‐２８‐１４０型ＪＡ３７７７は、昭和５５年１１月２７日

１５時４０分ごろ、訓練のため、機長のみが搭乗し、埼玉県比企郡川島町の本田エアポートを離陸し 

たが、予定着陸時刻を過ぎても帰投しなかった。

その後、同機に対する捜索が行われたが、同機は、昭和５７年６月９日現在行方不明である。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５５年１２月１２日　事実調査

昭和５６年８月１９日　神奈川県丹沢山系に当該機発見との情報に基づき現場調査を行ったが、

旧日本軍用機と判明した。

１．３　原因関係者からの意見聴取

原因関係者行方不明



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ３７７７は、機長のみが搭乗し、飛行時間約４５分の予定で局地飛行のため、本田エアポート 

滑走路３２を１５時４０分ごろ離陸した。

その後１６時１０分ごろ、本田エアポートの通信係が、日没が近づいたので確認のため、社用無線 

で同機を呼び出したが応答はなかった。なお、確認のための呼び出し時以前の無線による交信は行わ 

れていなかった。

同機は、離陸後、搭載燃料の持久時間相当の6時間を経過しても消息がなく行方不明となった。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷　
搭乗者

乗組員　その他　
その他

死亡又は行方不明　１　―　０

重傷　０　―　０

軽傷　０　―　０

なし　０　―

２．３　乗組員に関する情報

機長　昭和３３年１０月１７日生

自家用操縦士技能証明書（米国連邦航空局）　２２１４７４

昭和５４年９月取得

自家用操縦士技能証明書　第８６７７号

昭和５５年１月７日取得

限定事項　陸上単発

第３種航空身体検査証明書　第３１６５２９６４号

有効期限　昭和５６年３月１２日

総飛行時間　７０時間２５分（推定）

同型式機飛行時間　２時間５７分（推定）

本田フライングクラブ入会　昭和５５年３月２７月



２．４　航空機に関する情報

２．４．１　航空機

型式　パイパー式ＰＡ‐２８‐１４０型

製造年月日　昭和５１年１１月１１日

製造番号　第２８‐７７２５０９７号

耐空証明書番号　第東５５‐３７５号

有効期限　昭和５６年１０月２２日

総飛行時間　１，７９５時間５６分

前回５０時間点検（昭和５５年１１月１４日）後の飛行時間　２７時間０２分

２．４．２　エンジン

型式　ライカミング式０‐３２０‐Ｅ３Ｄ型

製造年月日　昭和５１年１１月１１日

製造番号　Ｌ‐４６５８２‐２７Ａ

総使用時間　１，７９５時間５６分

２．４．３　プロペラ

型式　センセニッヒ式７４ＤＭ６‐０‐５８型

製造年月日　昭和５３年９月１８日

製造番号　Ａ４６９６０

総使用時間　８７０時間０２分

２．４．４　使用燃料及び潤滑油

燃料及び潤滑油は、航空用ガソリン８０／８７及びＷ８０で、いずれも規格品であった。

２．４．５　重量及び重心位置

本田エアポートの離陸時の重量は、１，８７１ポンド、重心位置は、８８．５インチと推算され、 

いずれも許容範囲（最大重量２，１５０ポンド、重心位置８５．３～９５．９インチ）内にあったもの 

と認められる。

２．４．６　同機は、ＶＨＦ通信装置のほか、航法装置としてＡＤＦ、ＶＯＲ及びＡＴＣトランスポン 

ダを装備していた。

２．５　気象に関する情報

２．５．１　一般天気概況

北陸地方に中心を持つ高気圧が広く日本列島をおおっており、発達中の低気圧は、北海道のは 

るか東海上に進んでいた。一方、上海付近には低気圧があり、東に進んでおり、前線が南西諸島 

に伸びていた。北日本及び関東以西の所々で晴れていたほかは、全般に雲が広がってきていた。

２．５．２．　百里、宇都宮、入間及び厚木各飛行場の当該事故関連時間帯の気象観測値は、次のとおり

である。



に伸びていた。北日本及び関東以西の所々で晴れていたほか、全般に雲が広がってきていた。

２．５．２　百里、宇都宮、入間及び厚木各飛行場の当該事故関連時間帯の気象観測値は、次のとおり

である。

観測場所　百里飛行場

観測時間　１５時　１６時　１７時　１８時　２０時　２２時

観

測

諸

元

風向（度）　１５０　１２０　１００　１６０
風速（ノット）　３　５　３　２　 静穏

０３０

２

視程（キロメートル）　１０＋　１０＋　１０＋　１０＋　１０＋　１０＋

雲量　７／８　７／８　６／８　６／８　６／８　７／８

雲形　高積雲　高積雲　高積雲　高積雲　高積雲　層積雲

雲高（フィート）　１４，０００　１４，０００　１５，０００　１７，０００　１８，０００　４，０００

雲量　　　　　７／８　６／８　７／８　７／８

雲形　　　　　絹雲　絹雲　絹雲　高積雲

雲高（フィート）　　　　　２５，０００　　　　　１８，０００

気温（度Ｃ）　１３　１１　１０　９　８　８

露点温度（度Ｃ）　２　２　２　２　４　５

ＱＮＨ（インチ/水銀柱）　３０．１２　３０．１３　３０．１３　３０．１５　３０．１６　３０．１５

（注）　百里飛行場は、本田エアポートの東北東約８３キロメートルに位置している。

観測場所　宇都宮飛行場

観測時間　１５時　１６時　１７時　１８時　１９時

観

測

諸

元

風向（度）　１５０　２２０

風速（ノット）　３　４　 静穏　静穏　静穏

視程（キロメートル）　１０＋　１０＋　１０＋　１０＋　１０＋

雲量　１／８　１／８　６／８　７／８　１／８

雲形　高積雲　高積雲　高積雲　高積雲　層積雲

雲高（フィート）　１０，０００　１０，０００　１２，０００　１２，０００　４，０００

雲量　６／８　５／８　７／８　　　７／８

雲形　高積雲　高積雲　絹雲　　　高積雲

雲高（フィート）　１３，０００　１２，０００　２４，０００　　　１０，０００

気温（度Ｃ）　１５　１４　１２　１２　１１

露点温度（度Ｃ）　２　３　４　４　５

ＱＮＨ（インチ／水銀柱）　３０．１０　３０．１２　３０．１４　３０．１４　３０．１７

（注）　宇都宮飛行場は、本田エアポートの北北東約６６キロメートルに位置している。



観測場所　入間飛行場

観測時間　１５時　１５時３０分　１６時　１７時　１８時　２０時　２２時

観

測

諸

元

風向　（度）　１８０　１９０　１９０

風速（ノット）　５　５　４
静穏　

３２０　３００　３３０

３　６　６

視程（キロメートル）　５煙霧　４．５煙霧　４．５煙霧　３．５煙霧　３．５煙霧　４煙霧　４．５煙霧

雲量　６／８　６／８　７／８　７／８　７／８　７／８　７／８

雲形　高積雲　高積雲　高積雲　高積雲　高積雲　高積雲　高積雲

雲高（フィート）　１５，０００　１２，０００　１２，０００　１２，０００　１２，０００　１２，０００　１０，０００

雲量　７／８　７／８

雲形　絹雲　高積雲

雲高（フィート）　２３，０００　１５，０００

気温（度Ｃ）　１６　　　１５　１４　１３　１２　１１

露点温度（度Ｃ）　３　　　５　６　６　７　６

ＱＮＨ（インチ／水銀柱）　３０．０９　　　３０．１０　３０．１１　３０．１２　３０．１４　３０．１３

記事 南東―南西 
視程４，０００ 
メートル

南東―南西 
視程４，０００ 
メートル

（注）　入間飛行場は、本田エアポートの南西約１９キロメートルに位置している。

観測場所　厚木飛行場

観測時間　１５時　１６時　１７時　１８時　２０時　２２時

観

測

諸

元

風向（度）　１９０　１７０　１７０　変動

風速（ノット）９　５　４　３
静穏

３４０

５

視程（キロメートル）　１０　１２　１３　１３　１３　１３

雲量　２／８　６／８　３／８　５／８　３／８　４／８

雲形　高積雲　高積雲　層積雲　高積雲　高積雲　層積雲

雲高（フィート）　１３，０００　１２，０００　５，０００　１０，０００　１０，０００　４，０００

雲量　４／８　　　６／８　６／８　５／８　６／８

雲形　絹雲　　　高積雲　高積雲　高積雲　高積雲

雲高（フィート）　２０，０００　　　１０，０００　１７，０００　１５，０００　１０，０００

雲量　　　　　　　　　　　６／８

雲形　　　　　　　　　　　高積雲

雲高（フィート）　　　　　　　　　　　１５，０００

気温（度Ｃ）　１８　１６　１５　１４　１４　１４

露点温度（度Ｃ）　６　７　８　８　８　７

ＱＮＨ（インチ／水銀柱）　３０．１２　３０．１２　３０．１２　３０．１３　３０．１４　３０．１３

（注）　厚木飛行場は、本田エアポートの南約５９キロメートルに位置している。



２．５．３　１５時４０分から１６時２５分の間、本田エアポート周辺を飛行した操縦士の報告を総合 

すると、同時間帯における同エアポート周辺の気象は、視程１０キロメートル、雲量３／８～５ 

５８高積雲雲高１０，０００～１５，０００フィートであった。

２．６　飛行場及び地上施設に関する情報

本田エアポートは、非公共用飛行場であり、滑走路１４―３２は、長さ６００メートル、幅２５メ 

ートルで、飛行場燈台、進入燈、滑走路燈等の飛行場燈火は設置されていない。

２．７　人の生存、死亡又は負傷に関係のある捜索、救難及び避難等に関する情報

同機が予定着陸時刻（１６時２５分）を過ぎても本田エアボートに帰投しないので、東京航空局東 

京空港事務所は、関係各機関及び関係各飛行場に対し情報を求め、また、警察庁による同機の遭難に 

関する情報収集が行われたが、有効な情報は得られなかった。

１１月２８日から１２月１日までの４日間に警察庁、防衛庁及び民間の航空機延べ３２機が関東地 

方、静岡県及び山梨県を中心として（付図参照）、捜索活動に従事したが、同機は発見されなかった。

１２月１日１６時２８分（日没）以降は、同機の捜索活動は打切られ、関係機関の通常業務による 

捜索に移行した。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

３．１．１　同機は、有効な耐空証明を有し、所定の整備が行われていた。また、整備記録等から、事 

故に関連があるとみられる事項を見出すことはできなかった。

３．１．２　同機が飛行した当時の本田エアポート付近及びその周辺飛行場の気象状況は、良好であっ 

た。

３．１．３　事故当日の日没は１６時２９分であり、それ以前１６時１０分ごろの本田エアポートから 

の呼びかけに対し機長からの応答がなかった。その後、同機は、予定着陸時刻を過ぎても帰投せ 

ず、捜索救難を行ったが、行方不明になったことにより事故の原因を明らかにすることはできな 

かった。



４　結論

(1)　機長は、適法な資格を有し、所定の航空身体検査に合格していた。

(2)　ＪＡ３７７７は、有効な耐空証明を有し、所定の整備が行われていた。

(3)　同機が飛行した当時の本田エアポート付近及びその周辺飛行場の気象状況は、良好であった。

(4) 同機は、離陸後消息を絶ち、現在まで行方不明であるが、その原因を明らかにすることはできな 

かった。

原因

同機は、本田エアポートを離陸後、行方不明となったが、その原因を明らかにすることはできなか 

った。
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